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小・中学校 教育相談

小中移行期におけるレジリエンス教育の一研究

教育相談課 研究員 戸 耒 浩 之

要 旨

児童生徒が，小中移行期の環境変化による困難や悩み・不安を乗り越えながら中学校生活に適

応できるために，レジリエンスと小中移行期の不安軽減を関連付けた授業プログラムを実施した。

それによりレジリエンスが，小学校では中学校生活への予期不安を軽減することに有効であるこ

と，中学校では新たな学校生活への適応に有効であることを性差を含め検証した。その結果，中

学生用レジリエンス尺度の３因子全てにおいて女子の平均値が高く，また下位尺度の「関係志向

性」と「楽観性」が女子の中学校生活の適応感に関連することが示唆された。
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Ⅰ 問題と目的

１ 小中移行期の課題

小中移行期は，児童生徒にとって慣れ親しんだ学校や対人関係等に急激な環境変化を生じさせ，その変

化への適応が求められる時期である。このことは，多くの児童生徒が学校生活の中で多少なりとも困難や

悩み・不安等のストレスを抱えることになり，場合によっては生徒指導上の問題行動や不登校など学校生

活への不適応につながっていくと考えられる。文部科学省（2016）の調査によると，不登校といじめの認

知件数は，小学校６年生から中学校１年生にかけて急増しており，このことはいわゆる，「中１ギャップ」

としてよく知られている。「中１ギャップ」について，文部科学省（2014）では，主な小・中学校段階間

の差異として，①授業形態の違い ②指導方法の違い ③評価方法の違い ④生徒指導の手法の違い ⑤

部活動の有無を挙げ，これらが問題の背景になりうることを指摘している。他にも，小中移行期の課題と

して岡山県総合教育センター（2013）では，小学校６年生が中学校生活への不安を抱く「予期不安」，中

学校１年生が入学後に驚きや戸惑いを感じる「リアリティショック」なども挙げている。

２ レジリエンスと学校教育

本研究では，小中移行期の環境変化へ適応するためには困難や悩み・不安を軽減するだけではなく，そ

れを乗り越えて児童生徒自ら適応していくための心の力が必要と考えた。そこで，着目したのが「レジリ

エンス」である。レジリエンスは「回復力・弾力性・適応力」とも訳され，子供の場合，貧困・虐待・親

の離婚や死別・被災などの危機的状況に陥った体験があっても，そこから健全な精神状態を維持・回復す

る心の力として注目されている。近年では，深刻な危機的状況からの心の回復だけではなく，日常のネガ

ティブな体験からの立ち直りについてのレジリエンス研究も多く見られる。このレジリエンスについて，

石毛・無藤（2005）は「ストレスフルな状況でも精神的健康を維持する，あるいは回復へと導く心理的特

性」，齋藤・岡安（2009）は「何らかのリスクに対して適応状態を維持，あるいは引き起こされた不適応

状態から回復する能力や過程」と述べている。また，文部科学省（2014）では「困難な状況に際しても，

その困難に向き合い克服し，成長に導く力」「逆境に耐え，試練を克服し，感情的・認知的・社会的に健

康な精神活動を維持するのに不可欠な心理特性」と述べ，レジリエンスを含めた情動に関する研究を学校

教育に活用する仕組みづくりについて提言している。

レジリエンスについて久世（2016）は，立ち直る力やストレスをはねかえす心の弾性は，本来は誰もが

もっている心理的資源であるとし，小玉（2014）は，レジリエンスは思考の仕方を学ぶことで高めること

ができると述べている。また，平野（2010）はレジリエンスを遺伝的な資質との関連が強い側面（資質的

要因）と，環境や経験から後天的に獲得できる側面（獲得的要因）から捉えた，二次元レジリエンス要因

尺度（ＢＲＳ）を作成した。つまり，レジリエンスは，誰もが生まれながら（生得的）にもつ心理的資源
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でありながら，学びにより後天的に高めることのできる心の力といえる。

近年，このレジリエンスと学校生活の適応に関する研究が見られるようになった。八重沢・越（2015）

は，中学校新入生のレジリエンスと学校適応及び家族機能の関連を検討し，レジリエンスが高い生徒は学

校適応感が高いことを明らかにした。石毛・無藤（2005）は，中学生の精神的健康とレジリエンス及びソ

ーシャルサポートとの関連を受験期の学業場面で検討し，レジリエンスが家族や先生，友達など身近なサ

ポートと関連があることを明らかにした。また，岡山県総合教育センター（2013）では，中学校１年生の

学校適応感について適応感高群と低群を比較し，レジリエンスの「関係志向性」「内省性」「楽観性」

「遂行性」について高群が有意に高いことを明らかにしている。

レジリエンスを育む研究を概観してみると，教育実践の中でレジリエンスを明示した研究は少なく，児

童生徒の自己肯定感や人間関係づくりに焦点を当てたものが多い。原・都築（2014）は，本邦におけるレ

ジリエンスを育成する教育実践を欧米のプログラムと比較し，考え方や捉え方を学ぶ「認知的スキル」の

理解や体験を重視していることを本邦の特徴として述べている。また，久世（2015）は，子供のレジリエ

ンスを育む要素として「自己肯定感」「感情調整」「自己効力感」「楽観性」「関係性」の五つを挙げて

いるが，この中の「楽観性」「感情調整（認知・感情・行動のつながり）」に焦点を当ててレジリエンス

を育む研究はまだ少ない。さらに，先行研究の多くが小学校・中学校それぞれの児童生徒を対象にしてお

り，小中移行期の児童生徒に縦断的にレジリエンスを育む学習を行い，学校生活への適応を検討したもの

は少ない。

３ 研究の目的

本研究の目的を「小中移行期において児童生徒にレジリエンスを育む学習と，それを生かした中学校生

活への不安を軽減する活動をする。それにより，中学校生活に適応できることを実践を通して明らかにす

る。」とした。レジリエンスを育む学習の効果として，問題行動や学校不適応への予防的介入と，学校生活

の困難や悩み・不安を乗り越える心の力の育成の二つが期待できる。レジリエンスを学びによって高める

ことで，小中移行期の環境変化による心理的な落ち込みから早く回復したり，困難に対してへこたれずに

がんばったりすることができ，結果的に中学校生活への予期不安の軽減や中学校生活の適応につながるの

ではないかと考えた。

本研究の目的を検証するために，レジリエンスと中学校生活への不安軽減を関連付けた授業プログラム

を作成した。授業プログラムでは，久世（2015）が子供のレジリエンスを育む五つの要素で挙げた中の

「楽観性」「感情調整」「関係性」を中心に，認知的な側面からレジリエンスを学習する。それと関連さ

せ，小学校では中学校生活への期待を高め不安を軽減する活動を，進学した中学校では中学校生活への不

安を軽減する活動を行う。また，小中移行期を小学校から中学校への移行過程を実際に経験していく，小

学校６年生から中学校１年生の２年間とし，検証期間を小学校６年生１月から中学校１年生７月とした。

この時期は，小学校段階では，中学校入学が間近に迫る中で予期不安が高まり，中学校段階では，実際の

学校環境の変化に日々適応していくことが必要となる。そのため，小中移行期の中でも特に心理的ストレ

スが高まると考えられることから，レジリエンスを生かした授業プログラムは中学校生活への適応に効果

的と考えた。

本研究について，次の研究１～３を検討した。

研究１：小中移行期の授業プログラムによる，レジリエンスの変容。

研究２：小学校での授業プログラムが，児童のレジリエンスを高め中学校生活への予期不安を軽減する

ことに効果があるか。

研究３：小学校から引き続き実施した中学校での授業プログラムが，生徒のレジリエンスを高め中学校

生活への適応感を高めることに効果があるか。

木村・加藤（2007）は，小中移行期の学校適応の変化を「学習意欲」「対教師関係」「級友関係」の側

面から検討し，学校適応の過程に性差が見られることを明らかにしている。また，石毛（2010）は中学生

のレジリエンシーを，レジリエンスを構成する「意欲的活動性」「楽観性」「内面開示性」の特性をもと

に類型化し，タイプによって男女の割合に違いがあることを明らかにした。南・浅川・秋光・西村（2011）

は，中学校生活への予期不安について，男子より女子の予期不安が高いことを明らかにしている。小中移

行期の学校適応やレジリエンス，予期不安に関する先行研究において性差による違いが指摘されているこ

とから，本研究においても性差について検討する。
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Ⅱ 授業プログラムと研究方法

１ 授業プログラム

本研究で，レジリエンスを育む学習と小中移行期の不安軽減を関連付けた授業プログラムを作成した。

授業プログラムは，小・中学校それぞれ７回の合計１４回実施し，以下の四つ特徴がある。①レジリエン

スを育むために「楽観性～根拠や自信をもった前向きな思考」「感情調整～認知・感情・行動のつながり

と感情のコントロール」「関係性～立ち直りを支えるソーシャル・サポート」を中心に学習 ②小学校と

中学校で共通の学習内容を設定し，同じ順序で学習していくように構成（小学校７回目，中学校１４回目

を除く） ③小学校でのレジリエンスの学習をベースに中学校はその内容を深めるように構成 ④レジリ

エンスの学習２回，それを生かした中学校生活への不安軽減を目的とした活動１回を１サイクルとし，小

・中学校で２回ずつ合計４サイクルで構成（表１）。

２ 検証尺度と調査対象

(1) 中学生用レジリエンス尺度

本尺度は，石毛・無藤（2005）によって作成された，中学生のレジリエンスを測定するためのものであ

る。「自己志向性」「関係志向性」「楽観性」の３因子２１項目から構成されており，各項目内容に対し

て，１．まったくあてはまらない ２．あまりあてはまらない ３．少しあてはまる ４．よくあてはま

る の４件法で回答を求めるものになっている。本尺度を小学校での授業プログラムの事前・事後（１２

月・３月）と，中学校での授業プログラムの事前・事後（５月・７月）の合計４回調査し，レジリエンス

の変容について性差を含め検討した。

(2) 中学校生活予期不安尺度

本尺度は，南・浅川・秋光・西村（2011）によって作成された，中学校入学前の不安（予期不安）を測

定するためのものである。「社会・文化的不安」「対人的不安」の２因子１６項目から構成されており，

各項目内容に対して，１．ぜんぜんそう思わない ２．少しそう思う ３．かなりそう思う ４．非常に

そう思う の４件法で回答を求めるものとなっている。また，数字が大きいほど予期不安が高いという評

価となっている。本尺度を小学校での授業プログラムの事前・事後（１月・３月）の２回調査し，①予期

不安の変容 ②予期不安とレジリエンスの関係について性差を含め検討した。

(3) 学校生活適応感測定尺度

本尺度は，浅川・尾﨑・古川（2003）によって作成された，中学校入学初期における学校適応感を測定

するためのものである。「部活動への意欲」「自己肯定感」「家族関係」「教師との関係」「友人関係」

「進路意識」「学習への意欲」の７因子３６項目から構成されており，各項目内容に対して，１．全く思

わない ２．あまり思わない ３．少しそう思う ４．全くそう思う の４件法で回答を求めるものとな

っている。本尺度を中学校での授業プログラムの事前・事後（５月・７月）の２回調査し，①中学校入学

表１ 小・中学校で実施した授業プログラム

回 小学校でのねらい 共通の学習内容 中学校でのねらい 回

１ サ

イ

ク

ル

①

心には困難から立ち直る力「レジリエンス」が

あることを知る
レジリエンスの概念

入学後の心の状態を「心の＋・－曲線」を描い

て，客観的な視点から捉える サ

イ

ク

ル

③

８

２
楽観的・悲観的な認知と，自分の認知の癖を理

解する

楽観的・悲観的な思考

（楽観性）

困難な場面で，有効に機能する楽観的・悲観的

な思考を理解する
９

３
中学校生活への「期待・安心」をレジリエンス

を生かして話し合う

「期待・安心」を高め，

「不安」を軽減①

中学校生活の「不安・悩み」の解決策をレジリ

エンスを生かして話し合う
10

４ サ

イ

ク

ル

②

悲観的な思考からの立ち直り方を，楽観的な思

考や行動から考える

悲観的な感情への対処

（感情調整）

悲観的な思考や感情から，自分が立ち直るため

の対処法を考える サ

イ

ク

ル

④

11

５
困難や悩みを抱えたときに，自分をサポートし

てくれる人がいたことを知る

自分を支えてくれる

サポーター（関係性）

中学校生活を過ごす中で，サポートしたりされ

たりして過ごしてきたことに気付く
12

６
中学校生活への「不安」をレジリエンスを生か

して話し合う

「期待・安心」を高め，

「不安」を軽減②

中学校生活の「不安・悩み」の解決策をレジリ

エンスを生かして話し合う
13

７
中学校生徒との手紙の交流で，中学校生活への

理解を深める

小:中学生との手紙交流

中：自分のよさを強化

自分のよさを自己評価・他者評価で知り，自分

の強みとする
14
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初期の学校適応感の変容 ②中学校生活の適応感とレジリエンスの関係について性差を含め検討した。

(4) 調査対象

研究協力校Ａ小学校の６年生児童２７名（男子９名，女子１８名），研究協力校Ｂ小学校の６年生児童

１９名（男子９名，女子１０名）の計４６名を対象に小学校での授業プログラムを実施した。その中で，

Ａ・Ｂの進学先である研究協力校Ｃ中学校に進学した４１名と，研究協力校Ａ・Ｂ小学校以外から進学し

た１名の計４２名を対象に中学校での授業プログラムを実施した。小・中学校の両方で授業プログラムを

実施した４１名の中で，調査回答に不備のなかった４０名（男子１６名，女子２４名）を対象とした。

Ⅲ 研究内容

１ 研究１

(1) 目的

小中移行期の児童生徒にレジリエンスを育む学習と中学校生活への不安軽減を関連付けた授業プログラ

ムを実施し，それによるレジリエンスの変容を性差を含めて明らかにする。

(2) 授業プログラムの期間・検証尺度（調査時期）

期 間：小学校 2017年１月中旬～３月上旬，中学校 2017年５月中旬～７月上旬

検証尺度：中学生用レジリエンス尺度（2016年１２月，2017年３月・５月・７月の４回）

(3) 結果

Table １は，中学生用レジリエンス尺度の３因子「自己志向性」「関係志向性」「楽観性」の平均値と
標準偏差，性差を検討するために行ったマン・ホイットニーのＵ検定の結果である。自己志向性の４回目

を除いた全ての調査において女子が男子より平均値が高いという結果が示された。各調査時点で男女の性

差について検討したが，有意差は見られなかった。また，Fig.１～３は下位尺度の平均値の変化をグラフ
化したものである。

自己志向性

１回目から３回目までの調査において，女子が男子の平均値を上回っていた。また，男女共に２回目の

調査で平均値の低下が見られ，中学校入学後の３回目・４回目の調査で高まるという共通点が見られた。

小学校での調査（１回目・２回目）では男女の平均値に差が見られたが，中学校での３回目の調査でその

差が小さくなり，４回目の調査では性差による平均値の差は見られなくなった（Fig.１）。各調査時点に
おける平均値について，性差における有意差は見られなかった（Table １）。

関係志向性

Table１ 中学生用レジリエンス尺度の下位尺度の平均値・標準偏差・マン・ホイットニーのＵ検定の結果

男子(N =16) 女子(N =24) 全体(N =40) 男子(N =16) 女子(N =24) 全体(N =40) 男子(N =16) 女子(N =24) 全体(N =40) 男子(N =16) 女子(N =24) 全体(N =40)

自己志向性 Ｍ 3.27 3.38 3.33 3.11 3.25 3.20 3.27 3.32 3.30 3.38 3.38 3.38
ＳＤ 0.476 0.310 0.383 0.586 0.430 0.496 0.441 0.420 0.424 0.512 0.396 0.439
Z 値

関係志向性 Ｍ 3.42 3.53 3.49 3.33 3.62 3.50 3.50 3.65 3.59 3.36 3.51 3.45
ＳＤ 0.554 0.481 0.508 0.527 0.446 0.494 0.475 0.384 0.424 0.555 0.531 0.539
Z値

楽　観　性 Ｍ 2.72 3.00 2.89 2.80 3.00 2.92 2.89 3.04 2.98 2.83 3.19 3.04
ＳＤ 0.752 0.460 0.602 0.534 0.684 0.629 0.532 0.633 0.592 0.561 0.689 0.658
Z 値

1回目（12月） ２回目（３月） ３回目（５月） ４回目（７月）

-0.624 -0.610 -0.222 -0.305

-0.727 -1.889 -1.125 -0.854

-1.351 -1.222 -0.696 -1.700

Fig.１ 自己志向性 Fig.２ 関係志向性 Fig.３ 楽観性
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１回目から４回目までの調査において，女子が男子の平均値を上回っていた。また，男子は小学校での

２回目の調査で平均値の低下が見られたが，女子の平均値は上昇し男女の違いが見られた。一方で，中学

校入学後の３回目は男女共に平均値が上昇し，４回目は低下するという共通点が見られた（Fig.２）。各
調査時点における平均値について，性差における有意差は見られなかった（Table １）。

楽観性

１回目から４回目までの調査において，女子が男子の平均値を上回っていた。また，男子は１回目から

３回目までの調査で平均値の高まりが見られていたが，中学校での授業プログラム後の４回目の調査で平

均値の低下が見られた。女子は，１回目と２回目に平均値に変化が見られなかったが，２回目以降の調査

では，平均値が高まった（Fig.３）。各調査時点における平均値について，性差における有意差は見られ
なかった（Table １）。

Table ２は，４回の調査における下位尺度の平均値の変化を検討するためにフリードマン検定を行った
結果である。全体と男女それぞれの下位尺度の変化について検討したが，有意差は見られなかった。

２ 研究２

(1) 目的

小中移行期の児童にレジリエンスを育む学習と中学校生活への不安軽減を関連付けた授業プログラムを

実施し，それによる予期不安の変容とレジリエンスとの関連を性差を含めて明らかにする。

(2) 授業プログラムの期間・検証尺度（調査時期）

期 間：小学校 2017年１月中旬～３月上旬

検証尺度：中学校生活予期不安尺度 （2017年１月・３月の２回）

中学生用レジリエンス尺度（2016年１２月，2017年３月の２回）

(3) 結果

Table ３は，中学校生活予期不安尺度の２因子「社会・文化的不安」「対人的不安」の平均値と標準偏
差，性差を検討するために行ったマン・ホイットニーのＵ検定の結果である。各調査時点で男女の性差に

ついて検討したが，有意差は見られなかった。また，Fig.４・Fig.５は下位尺度の平均値の変化をグラフ
化したもので，Table ４は，下位尺度の１回目と２回目の平均値を比較するために行ったウィルコクソン
の符号付順位検定の結果である。

社会・文化的不安

１回目では，女子の平均値が男子より高く「社会・文化的不安」は女子が高いことが示された。小学校

での授業プログラム後の２回目では，男子の平均値が高くなる一方，女子の平均値が低下し，男子の「社

会・文化的不安」が女子より高まる結果となった（Fig.４）。各調査時点における平均値について，性差
における有意差は見られなかった（Table ３）。また，全体と男女の１回目と２回目の平均値の変化をそ
れぞれ検討したが，有意差は見られなかった（Table ４）。

Table３ 中学校生活予期不安尺度の下位尺度の平均値・標準偏差・マン・ホイットニーのＵ検定の結果

Table２ 中学生用レジリエンス尺度の下位尺度のフリードマン検定の結果

男子(N =16) 女子(N =24) 全体(N =40) 男子(N =16) 女子(N =24) 全体(N =40) 男子(N =16) 女子(N =24) 全体(N =40)

χ² 3.86 0.80 3.57 4.39 2.33 2.42 1.98 2.75 2.53

自由度 3 3 3 3 3 3 3 3 3

自己志向性 関係志向性 楽観性

男子(N=16) 女子(N=24) 全体(N=40) 男子(N=16) 女子(N=24) 全体(N=40)

社会・文化的不安 Ｍ 2.28 2.51 2.43 2.45 2.29 2.36
ＳＤ 0.816 0.637 0.713 0.731 0.544 0.622
Z値

対人的不安 Ｍ 1.73 2.07 1.94 1.73 2.03 1.91
ＳＤ 0.826 0.730 0.778 0.713 0.610 0.661
Z値

1回目（1月） ２回目（３月）

-1.122 -0.887

-1.927 -1.567
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対人的不安

１回目，２回目とも，女子の平均値が男子より高く「対人的不安」は女子が高いことが示された。授業

プログラムの前後で男子の平均値に変化はなかったが，女子の平均値が低下し予期不安が軽減されたこと

が示された（Fig.５）。各調査時点における平均値について，性差における有意差は見られなかった
（Table ３）。また，全体と男女の１回目と２回目の平均値の変化をそれぞれ検討したが，有意差は見ら
れなかった（Table ４）。

Table ５は，小学校１月に調査した中学校
生活予期不安尺度１回目と中学生用レジリエ

ンス尺度１回目の調査結果を基に，下位尺度

の関連についてスピアマンの順位相関係数を

算出した結果である。全体では，レジリエン

スの「自己志向性」に対して，「対人的不安」

に低い負の相関がみられた。次に性差につい

て検討すると，男子はレジリエンスの「関係

志向性」「楽観性」に対して，「社会・文化

的不安」に負の相関が見られ，レジリエンス

の「自己志向性」に対して，「対人的不安」に低い負の相関が見られた。女子では，レジリエンスの「楽

観性」に対して，「対人的不安」に低い負の相関が見られた。しかし，いずれも有意な相関は認められな

かった。

３ 研究３

(1) 目的

小中移行期の生徒にレジリエンスを育む学習と中学校生活の不安軽減を関連付けた授業プログラムを実

施し，それによる中学校生活への適応感の変容とレジリエンスとの関連を性差を含めて明らかにする。

(2) 授業プログラムの期間・検証尺度（調査時期）

期 間：中学校 2017年５月中旬～７月上旬

検証尺度：学校生活適応感測定尺度 （2017年５月・７月の２回）

中学生用レジリエンス尺度（2017年５月・７月の２回）

(3) 結果

Table ６は，学校生活適応感測定尺度の７因子「部活動への意欲」「自己肯定感」「家族関係」「教師
との関係」「友人関係」「進路意識」「学習への意欲」の平均値と標準偏差，性差を検討するために行っ

たマン・ホイットニーのＵ検定の結果である。また，Fig.６～１２は下位尺度の平均値の変化をグラフ化

Table５ 中学校生活予期不安尺度と中学生用レジリ

エンス尺度のスピアマンの順位相関係数

Fig.４ 社会・文化的不安

Table４ 中学校生活予期不安尺度のウィルコクソンの符号付き順位検定の結果

Fig.５ 対人的不安

負の順位 負の順位 正の順位 正の順位 同順位
N 平均ランク N 平均ランク N

社会・文化的不安 22 18.59 16 20.75 2 -0.559
対人的不安 16 20.84 20 16.63 4 -0.008
社会・文化的不安 8   5.81 7 10.50 1 -0.768
対人的不安 7   5.93 6   8.25 3 -0.280
社会・文化的不安 14 13.04 9 10.39 1 -1.355
対人的不安 9 15.22 14   9.93 1 -0.031

下位尺度 Z値

全体

男子

女子

自己志向性 関係志向性 楽観性
全体 -.049 -.055 -.178
男子 -.060 -.405 -.417
女子 -.020   .195   .029

全体 -.266 -.095 -.164
男子 -.314 -.133 -.186
女子 -.172 -.018 -.233

N=40(男子N=16 女子N=24)

社会・文化的不安

対人的不安
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したもので，Table ７は，下位尺度の１回目と２回目の平均値を比較するために行ったウィルコクソンの
符号付順位検定の結果である。

部活動への意欲

１回目，２回目とも，男子の平均値が女子より高く，「部活動への意

欲」は男子が高いことが示された。しかし，中学校での授業プログラム

後の２回目では，男女共に平均値の低下が見られ，女子より男子が大き

く低下した（Fig.６）。各調査時点における平均値について，性差にお
ける有意差は見られなかった（Table ６）。また，全体と男女の１回目
と２回目の平均値の変化をそれぞれ検討したが，有意差は見られなかっ

た（Table ７）。

自己肯定感

１回目では，男子の平均値が女子よりも高かったが，中学校での授業プログラム後の２回目では，女子

Table６ 学校生活適応感測定尺度の下位尺度の平均値・標準偏差・マン・ホイットニーのＵ検定の結果

** p＜.01

男子(N =16) 女子(N =24) 全体(N =40) 男子(N =16) 女子(N =24) 全体(N =40)
M 3.61 3.43 3.50 3.51 3.40 3.44
SD 0.486 0.554 0.530 0.522 0.603 0.568
Z値
M 3.18 2.64 2.85 2.68 2.84 2.78
SD 0.598 0.619 0.659 0.842 0.744 0.778
Z値
M 3.21 3.44 3.35 3.22 3.45 3.36
SD 0.598 0.568 0.585 0.719 0.522 0.611
Z値
M 3.20 3.08 3.13 3.29 3.22 3.25
SD 0.689 0.635 0.651 0.492 0.676 0.603
Z値
M 3.54 3.67 3.62 3.42 3.68 3.58
SD 0.392 0.382 0.387 0.537 0.401 0.472
Z値
M 3.19 3.31 3.26 3.02 3.12 3.09
SD 0.583 0.659 0.625 0.847 0.722 0.766
Z値
M 3.00 3.07 3.04 2.98 3.10 3.05
SD 0.780 0.645 0.693 0.736 0.577 0.639
Z値

学習への意欲

１回目（５月） ２回目（７月）

-1.225 -0.645

-2.814** -0.513

-1.162 -0.978

部活動への意欲

自己肯定感

家族関係

教師との関係

友人関係

進路意識

-0.210 -0.634

-0.750 -0.028

-1.263 -1.904

-0.663 -0.435

Fig.６ 部活動への意欲 Fig.８ 家族関係

Fig.９ 教師との関係 Fig.10 友人関係 Fig.11 進路意識

Fig.12 学習への意欲

Fig.７ 自己肯定感
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の平均値が高くなる一方で，男子の平均値が著しく低下した。その結果，男子の「自己肯定感」が女子を

下回った（Fig.７）。１回目の調査における平均値について，１％水準で性差における有意差が見られた
（Table ６）。また，全体と男女の１回目と２回目の平均値の変化をそれぞれ検討したが，全体と男子で
は有意差は見られなかったが，女子では，５％水準で有意差が見られた（Table ７）。

家族関係

１回目，２回目とも，女子の平均値が男子より高く，「家族関係」は女子が高いことが示された。中学

校での授業プログラム後の２回目では，男女共に平均値がわずかに高まった（Fig.８）。各調査時点にお
ける平均値について，性差における有意差は見られなかった（Table ６）。また，全体と男女の１回目と
２回目の平均値の変化をそれぞれ検討したが，有意差は見られなかった（Table ７）。

教師との関係

１回目，２回目とも，男子の平均値が女子より高く，「教師との関係」は男子が高いことが示された。

中学校での授業プログラム後の２回目では，男女共に平均値が高まった（Fig.９）。各調査時点における
平均値について，性差における有意差は見られなかった（Table ６）。また，全体と男女の１回目と２回
目の平均値の変化をそれぞれ検討したが，有意差は見られなかった（Table ７）。

友人関係

１回目，２回目とも，女子の平均値が男子より高く，「友人関係」は女子が高いことが示された。中学

校での授業プログラム後の２回目では，女子の平均値が高くなる一方で，男子の平均値が低下し，男女の

変化に違いが見られた（Fig.10）。各調査時点における平均値について，性差における有意差は見られな
かった（Table ６）。また，全体と男女の１回目と２回目の平均値の変化をそれぞれ検討したが，有意差
は見られなかった（Table ７）。

進路意識

１回目，２回目とも，女子の平均値が男子より高く，「進路意識」は女子が高いことが示された。中学

校での授業プログラム後の２回目では，男女共に平均値が低下した（Fig.11）。各調査時点における平均
値について，性差における有意差は見られなかった（Table ６）。また，全体と男女の１回目と２回目の
平均値の変化をそれぞれ検討したが，有意差は見られなかった（Table ７）。

学習への意欲

１回目，２回目とも，女子の

平均値が男子より高く「学習へ

の意欲」は女子が高いことが示

された。中学校での授業プログ

ラム後の２回目では，女子の平

均値が高くなる一方で，男子の

平均値が低下し，男女の変化に

違いが見られた（Fig.12）。各調
査時点における平均値について，

性差における有意差は見られな

かった（Table ６）。また，全
体と男女の１回目と２回目の平

均値の変化をそれぞれ検討した

が，有意差は見られなかった

（Table ７）。

Table７ 学校生活適応感測定尺度のウィルコクソンの

符号付き順位検定の結果

負の順位 負の順位 正の順位 正の順位 同順位
N 平均ランク N 平均ランク N

部活動への意欲 14 14.07 11 11.64 15 -0.936
自己肯定感 18 19.81 20 19.23 2 -0.203
家族関係 16 12.75 13 17.77 11 -0.294
教師との関係 15 16.57 21 19.88 4 -1.340
友人関係 16 13.09 10 14.15 14 -0.868
進路意識 14 14.86 10   9.20 16 -1.665
学習への意欲 13 11.73 12 14.38 15 -0.272
部活動への意欲 5   6.20 4   3.50 7 -1.039
自己肯定感 11   9.36 5   6.60 0 -1.815
家族関係 6   8.17 8   7.00 2 -0.220
教師との関係 7   6.50 7   8.50 2 -0.449
友人関係 8   6.69 4   6.13 4 -1.144
進路意識 7   5.64 4   6.63 5 -0.581
学習への意欲 6   4.42 4   7.13 6 -0.103
部活動への意欲 9   8.22 7   8.86 8 -0.311
自己肯定感 7   9.07 15 12.63 2 -2.050 *

家族関係 10   6.00 5 12.00 9 0.000
教師との関係 8 10.88 14 11.86 2 -1.289
友人関係 8   6.63 6   8.67 10 -0.320
進路意識 7   9.93 6   3.58 11 -1.686
学習への意欲 7   8.00 8   8.00 9 -0.230

女子

下位尺度 Z値

全体

男子

* p＜.05
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Table ８は，中学校入学後の５月に調査
した学校生活適応感測定尺度１回目と中学

生用レジリエンス尺度３回目の調査結果を

基に，下位尺度の関連についてスピアマン

の順位相関係数を算出した結果である。

全体は，レジリエンスの「自己志向性」

に対して，「教師との関係」「学習への意

欲」において５％水準で有意な低い正の相

関が認められた。レジリエンスの「関係志

向性」に対して，「友人関係」「進路意識」

において１％水準で有意な正の相関が認め

られ，「教師との関係」において５％水準

で有意な低い正の相関が認められた。レジ

リエンスの「楽観性」に対して，「部活動

への意欲」「家族関係」「友人関係」「進

路意識」において１％水準で有意な正の相

関が認められ，「自己肯定感」「教師との

関係」「学習への意欲」において５％水準

で有意な低い正の相関が認められた。

次に，性差について検討した。男子は，

レジリエンスの「自己志向性」に対して，

「部活動への意欲」において５％水準で有

意な正の相関が認めらた。レジリエンスの

「関係志向性」に対して，「家族関係」に

おいて５％水準で有意な負の相関が認めら

れ，「友人関係」において５％水準で有意な正の相関が認められた。また，レジリエンスの「楽観性」に

対しては，有意な相関が認められなかった。

女子は，レジリエンスの「自己志向性」に対して，「教師との関係」において５％水準で有意な正の相

関が認められた。レジリエンスの「関係志向性」に対して，「友人関係」において１％水準の有意な正の

相関が認められ，「自己肯定感」「家族関係」「教師との関係」「進路意識」において５％水準の有意な

正の相関が認められた。レジリエンスの「楽観性」に対して，「部活動への意欲」「自己肯定感」「友人

関係」「進路意識」において１％水準の有意な正の相関が認められ，「家族関係」「学習への意欲」にお

いて５％水準の有意な正の相関が認められた。

Ⅳ 考察

研究１では，レジリエンスの変容を検討したが，全ての下位尺度において女子の平均値が男子より高い結

果となった。下位尺度を見てみると「自己志向性」は，男女共に小学校での授業プログラム後に一度平均値

が低下し，中学校で高まっている。これは，授業プログラムにより自分の判断や行動を学習前より客観的に

捉えるようになったことで，一度は厳しく自己評価し，その後は自分の評価を前向きに捉えたためと考えら

れる。「関係志向性」は，男女共に中学校入学後に高くなり，その後低下するという共通点が見られた。こ

れは，中学校入学後に新しい友人と良好な関係を築くために，初めのうちは相手に良い面を見せようとする

が，その後は関係が深まっていく中で，考えの違う友達との関わりを経験していくためと考えられる。「楽

観性」については，男女共に平均値の高まりが見られたが，中学校での授業プログラム後に女子の平均値が

大きく上昇している。これは，前向きな思考である「楽観性」を，認知との関係で学習したため，心理的発

達の性差が影響したと考えられる。小中移行期における，レジリエンスの「楽観性」「感情調整」「関係性」

を生かした授業プログラムは，中学校での授業プログラム後に男子の平均値に低下が見られたが，小学校で

の授業プログラム前からの変容を考えると，特に「楽観性」を高めることに有効だと推測される。

研究２では，中学校生活への予期不安の変容とレジリエンスの関連を検討した。中学校生活への予期不安

は女子が高く，授業プログラム後の予期不安の低下も女子のみに見られた。つまり，予期不安が高い傾向に

全体 .300 .207 .437 **

男子 .603 * .284 .354
女子 .056 .211 .529 **

全体 .155 .266 .370 *

男子 .150 .390 .426
女子 .286 .430 * .525 **

全体 .097 .173 .453 **

男子 .077 -.536 * .348
女子 .064 .479 * .453 *

全体 .315 * .355 * .342 *

男子 .154 .225 .280
女子 .423 * .458 * .404

全体 .191 .576 ** .455 **

男子 .210 .525 * .323
女子 .182 .608 ** .527 **

全体 .271 .450 ** .502 **

男子 .285 .337 .385
女子 .245 .497 * .571 **

全体 .366 * .210 .335 *

男子 .467 .054 .120
女子 .318 .297 .438 *

学習への意欲

自己志向性 関係志向性 楽観性

N =40(男子N =16 女子N =24)

部活動への意欲

自己肯定感

友人関係

進路意識

家族関係

教師との関係

** p＜.01 * p＜.05

Table８ 中学校生活適応間測定尺度と中学生用レジ

リエンス尺度のスピアマンの順位相関係数
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ある女子に授業プログラムが有効であったと推測される。しかしながら，レジリエンスとの有意な相関が認

められなかったことから，予期不安の軽減は授業プログラム内の中学校生活への不安軽減の活動が影響した

ことが主たる要因と考えられる。

研究３では，中学校生活への適応感の変容とレジリエンスの関連を検討した。下位尺度の「部活動への意

欲」「教師との関係」の２因子で男子の平均値が高く，「家族関係」「友人関係」「進路意識」「学習への

意欲」の４因子で女子の平均値が高い。「自己肯定感」の１因子で，１回目は男子が，２回目は女子が平均

値が高いという結果となった。つまり，男女によって中学校生活の中で適応を感じる項目が異なることが示

唆された。学校では，性差を考慮した教育的支援をしていくことで，新入生の中学校生活への適応が促され

ると考えられる。また，女子の「関係志向性」「楽観性」が学校生活適応感測定尺度の下位尺度の多くの項

目と有意な相関が認められたことから，本研究で作成した授業プログラムが小中移行期の，特に女子生徒の

中学校生活への適応に有効であることが示唆された。

Ⅴ 課題

本研究は，レジリエンスを生かした授業プログラムを作成し，小学校ではレジリエンスと中学校生活への

予期不安について，中学校ではレジリエンスと中学校生活の適応感について，その変容と関連を検討した。

結果，レジリエンスと予期不安については有意な相関は見られなかったが，レジリエンスと中学校生活の適

応感については有意な相関が見られた。このことから，予期不安と中学校生活の適応感に関連性がない可能

性が考えられる。小学校の学校適応感と中学校の学校適応感の関連が指摘されていることから，小学校での

授業プログラムの内容を，レジリエンスと小学校生活への適応と関連付けた方がより効果的な授業プログラ

ムになると考えられる。今後，そのような視点から授業プログラムの改善をし，検討する必要がある。

本研究を通して，変化の激しい社会を生きる子供たちが，直面する様々な困難を乗り越え社会に適応でき

る心の力を育むために，レジリエンスを含めた情動に関する指導を学校教育で行っていく必要性があると考

える。
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